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総 合 文 化 研 究 所 主 催 講 演 会 　

「 イ ン ド ネ シ ア に お け る イ ス ラ ー ・ ミ ウ ラ ー ジ ュ 物 語 」

2 0 1 3  年 ５ 月  2 0  日

デ ィ ッ ク ・ フ ァ ン ・ デ ル ・ メ イ （ シ ャ リ フ ・ ヒ ダ ヤ ト ゥ ラ 国

立 イ ス ラ ム 大 学 宗 教 ・ 文 化 研 究 セ ン タ ー 顧 問 ）

「 も っ と 海 を ！  M e h r M e e r  ヨ ー ロ ッ パ で 多 言 語 世 界 の 文 学

を 考 え る 」 　

2 0 1 3 年 1 1 月 8 日

イ ル マ ・ ラ ク ー ザ （ 作 家 ・ 翻 訳 家 ） 、 多 和 田 葉 子 （ 作 家 ） ､

山 口 裕 之 、 前 田 和 泉

「 ピ ー タ ー ・ フ ラ ン ク ル 特 別 講 演 会 　 僕 が  1 1  カ 国 語 を 話 す 理

由 ‼ 」 　

2 0 1 4 年 1 月 3 1 日

ピ ー タ ー ・ フ ラ ン ク ル （ 数 学 博 士 ・ 大 道 芸 人 ）

総 合 文 化 研 究 所 共 催 講 演 会

「 ア ン ト ニ オ ・ ロ ペ ス の リ ア リ ズ ム 　 〜 永 続 す る 瞬 間 〜 」 　

2 0 1 3 年 5 月 1 7 日

木 下 亮 （ 昭 和 女 子 大 学 教 授 ）

「 こ の 気 持 ち 　 い っ た い 何 語 だ っ た ら つ う じ る の ？ 　 〜 表 象 文

化 と グ ロ ー バ リ セ ー シ ョ ン 　 漫 画 家 ・ 小 林 エ リ カ 特 別 講 義 〜 」

2 0 1 3  年 ５ 月 ３ ０ 日 　

小 林 エ リ カ （ 作 家 ・ 漫 画 家 ）

「 文 芸 フ ェ ス ！ 　 〜 村 上 春 樹 は 来 な い け ど （ 笑 ） 〜 」

2 0 1 3  年 ７ 月 ５ 日 　

沼 野 恭 子

「 2 0  世 紀 の 日 西 美 術 交 流 ー ア ン フ ォ ル メ ル を 中 心 に 」 　

2 0 1 3  年  1 2  月  3  日 　

松 田 健 児 （ 慶 應 義 塾 大 学 ）

「 文 学 翻 訳 の 難 し さ 」

2 0 1 3  年  1 2  月  5  日 　

コ リ ー ヌ ・ ア ト ラ ン （ 日 本 文 学 研 究 者 ・ 作 家 ）

「 ガ ウ デ ィ だ け じ ゃ な い ! 　 ス ペ イ ン の 近 現 代 建 築 ー 合 理 性 と

表 現 性 の は ざ ま 」 　

2 0 1 3  年  1 2  月  1 0  日 　

伊 藤 喜 彦 （ 東 京 理 科 大 学 ）

「 東 南 ア ジ ア 文 学 の 魅 力 と 翻 訳 ー イ ン ド ネ シ ア ベ ス ト セ ラ ー 小

説 『 虹 の 少 年 た ち 』 の 訳 者 に き く 」

2 0 1 3  年  1 2  月  1 6  日

福 武 慎 太 郎 （ 上 智 大 学 外 国 語 学 部 ア ジ ア 文 化 研 究 所 准 教 授 ）

加 藤 ひ ろ あ き （ 東 京 外 国 語 大 学 外 国 語 学 部 卒 業 生 ）

「 ア ン デ ス に 生 き る 西 洋 中 世 ： キ リ ス ト 教 教 会 と 先 住 民 芸 術 に お

け る 「 人 魚 」 の 表 現 を め ぐ っ て 」

2 0 1 4  年 ３ 月 ３ 日

マ ル ガ リ ー タ ・ ビ ラ ・ ダ ・ ビ ラ （ ボ リ ビ ア 、 サ ン ・ ア ン ド レ ス ・

デ ・ ラ パ ス 大 学 ）

総 合 文 化 研 究 所 上 映 会

『 マ ル メ ロ の 陽 光 』 （ ビ ク ト ル ・ エ リ セ 監 督 ）

2 0 1 3 年 6 月 1 8 日

松 浦 寿 夫

編 集 後 記　 「 感 覚 の 組 織 化 」

─
こ の 古 典 的 で あ る と 同 時 に 、 い ま だ 開 か れ た 認 識

論 を め ぐ る 問 題 系 に 、 さ て 同 僚 所 員 は ど ん な ふ う に 取 り 組 む の だ ろ う か 、と 少 な か ら ず は ら は ら し つ つ 、 各 氏 の 玉 稿 が 出 揃 う の を な が め て い た 。　
結 果 は 案 ず る よ り 産 む が 易 し 。

　 「 半 自 然 主 義 者 」 漱 石 の あ り よ う を 、 例 に よ っ て 穿 つ が ご と く 浮 き 彫 りに し た 柴 田 論 文 、 記 憶 の 生 成 と ア イ デ ン テ ィ テ ィ を め ぐ る 両 義 性 を は ら んだ 小 説 テ ク ス ト を 、 ブ ラ ジ ル 社 会 の 実 相 ま で 視 野 に お さ め つ つ 、  「 開 か れた 作 品 」 と し て 読 み 直 し た 武 田 論 文 、 十 三 世 紀 中 葉 、 神 秘 家 ル ー ミ ー の 遺し た 詩 作 に  「 共 感 覚 」  的 表 現 域 を 、  詩 的 テ ク ス ト  （ と り わ け 比 喩 ）  生 成 の  「 参加 」 の 様 態 と し て 析 出 し た 藤 井 論 文

─
い ず れ も 力 作 で あ る こ と は 言 う ま

で も な い が 、 編 者 の よ う に ヨ ー ロ ッ パ の 文 学 ・ 芸 術 を 主 た る 研 究 対 象 と して 足 掻 い て い る 者 に は 、 こ の ど れ も が み ず か ら の 研 究 と 呼 応 し 、 あ る い はそ れ に 援 用 可 能 で あ る と 確 信 す る も の で あ っ た 。　
こ う し た 、 い わ ば ヨ ー ロ ッ パ 研 究 者 の 予 感 の 行 き 着 く 先 を し め し て く れ

る の が 、 山 口 所 員 に よ る 多 和 田 葉 子 と イ ル マ ・ ラ ク ー ザ の 対 談 ・ 朗 読 に つい て の 報 告 で あ る だ ろ う 。　
昨 秋 、 本 研 究 所 に て 開 か れ た 催 し は 、 言 語 を 起 点 に 差 異 と 結 合 と 越 境 、

あ る い は 侵 犯 を 繰 り 返 す こ と で 手 渡 さ れ る 自 己 表 出 の 沃 野 に お い て 、 果 敢に 表 現 の 冒 険 を つ づ け る ふ た り を 迎 え て 、 聴 衆 も 巻 き こ ん だ み ご と な 「 感覚 の 組 織 化 」 の 実 践 の 夕 べ で あ っ た 。　
さ て 小 誌 次 号 に む け て 、 あ ら た に 山 口 裕 之 氏 を 所 長 に 迎 え る 本 研 究 所 が 、

い っ そ う 充 実 し た 活 動 を 展 開 す る こ と を 祈 り つ つ 、 編 集 子 と し て の さ さ やか な 仕 事 を 終 え る こ と に す る 。

（ 和 田 忠 彦 ）

2 0 1 3  年 度
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